








 

自閉症児では睡眠リズムの異常や姿熱・歩行運動を含めた運動異常の発現することが報告

されている。睡眠リズムについてみると、rapid eye movement sleep(REM-sleep)は脳波の

覚醒波と四肢筋の atonia で特徴づけられる(REM-sleep with atonia)。この現象に対して

最近になると REM-sleep without atonia という現象が注目されている。Hendrick,Morrison

と Mann(1982)らはネコで橋の一部に傷害を加えると、ネコが REM-sleep 様の脳波などを示

すのに、立ち上がり歩行運動することを報告している。またヒトでも REM-sleep with 

atonia に似た病像を呈することが観察されている(Hobson,personal Communication)。私

共はこれまで除脳ネコ decerebrate cat を用いて歩行運動や姿熱制御に関連する脳幹や脊

髄の神経機構を解析してきた。そして脳幹の中に筋トーヌスの抑制を誘発する神経機構が

存在することを、神経解剖学的立場そして機能神経生理学的立場から同定することに成功

している。除脳ネコでこの神経機構をactivate すると atonia が誘発できる。私共が同定

したこの神経機構はREM-sleep中にみられるatoniaとの関連において最近注目を集めてい

る(Morrison と Reiner;1985,Hobson,Lydic と Baghdoyan;1986,Mori と Ohta,1986)。本報告

では私共が同定した筋トーヌスの抑制神経機構に焦点をしぼり、その神経解剖学的・機能

神経生理学的特徴について報告する。 


